




















































































































































































































































































































































活動への抑制や法難事件の実態を知 ことが出来る︒加えて︑田原 ちが︑本山当局と連絡を取り合い︑また東本願寺も内務省の力を借りながら︑法難事件の解決 ︑真宗禁制の打開に努めようとした動向が詳細に知られ︑貴重な内容に満ちた史料群である︒
︹附記︺本﹁綴込﹂の調査に際しましては︑真宗大谷派鹿児島別院御輪番隈部悟氏の御理解と多大なる御協力をいた
だきました︒合わせて︑史料公開にも快諾していただきました︒記し
て感謝の意を表します︒
　
なお︑本翻刻は︑
JSP
S
科研費
JP
18K
00088 による成果の一部である︒
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史
料
番
号
頁
数
史
料
名
称
差
出
宛
先
年
月
日
寸
法
（
cm
）
縦
寸
法
（
cm
）
横
形
態
備
考
表
紙
明
治
十
一
年
三
月
整
頓
　
琉
球
上
申
書
類
綴
込
　
外
国
布
教
事
務
承
事
28.0
20.2
ⅰ
‒ⅹ
目
次
18.8
26.5
本
願
寺
罫
紙
墨
付
４
丁
1‒①
1‒2
清
原
昇
道
ヨ
リ
琉
球
弘
教
着
手
見
込
之
件
申
立
ニ
付
云
云
件
①
教
育
准
大
録
事
谷
了
然
・
教
育
録
事
（
長
澤
）
議
事
（
篠
原
）・
准
議
事
（
渥
美
）
明
治
九
年
四
月
五
日
23.3
16.1
本
願
寺
罫
紙
1‒②
3‒10
清
原
昇
道
ヨ
リ
琉
球
弘
教
着
手
見
込
之
件
申
立
ニ
付
云
云
件
②
信
行
寺
住
職
・
清
原
昇
道
本
山
寺
務
所
長
権
少
教
正
篠
原
順
明
明
治
九
年
四
月
一
日
27.7
20.1
罫
紙
甲
四
百
三
十
号
1‒③
11‒12
長
崎
県
下
清
原
昇
道
ヨ
リ
申
立
候
琉
球
藩
内
弘
教
ノ
件
教
育
准
大
録
事
谷
了
然
・
教
育
録
事
（
細
川
・
長
沢
）
議
事
（
篠
原
）・
准
議
事
（
渥
美
・
篠
塚
・
蓑
輪
）
明
治
九
年
三
月
二
二
日
23.8
16.4
東
派
寺
務
所
罫
紙
1‒④
13‒18
清
原
昇
道
ヨ
リ
琉
球
弘
教
着
手
見
込
之
件
申
立
ニ
付
云
云
件
③
清
原
昇
道
本
山
寺
務
所
長
権
少
教
正
篠
原
順
明
明
治
九
年
三
月
27.6
20.1
罫
紙
甲
三
百
九
十
六
号
、「
上
申
」。
2
19‒20
田
原
・
自
見
両
名
ヨ
リ
申
立
ニ
付
仏
具
並
五
十
代
等
逓
送
件
教
育
録
事
細
川
千
厳
・
教
育
録
事
（
金
浦
）
本
所
局
（
小
早
川
・
石
川
舜
台
・
近
松
）
（
明
治
)
九
年
八
月
二
七
日
23.5
16.4
本
願
寺
罫
紙
3‒①
20‒21
の
間
田
原
「
願
書
」
ニ
付
沼
僧
淳
決
裁
書
教
育
六
級
出
仕
金
浦
正
弘
本
所
録
事
沼
僧
淳
明
治
十
年
四
月
十
五
日
15.8
6.3
一
紙
綴
込
書
状
3‒②
21‒22
田
原
法
水
ヨ
リ
配
紙
領
達
下
附
願
琉
球
在
留
田
原
法
水
・
清
原
競
秀
東
派
本
願
寺
寺
務
所
教
育
課
布
教
系
（
明
治
)
十
年
二
月
六
日
25.0
17.3
罫
紙
琉
四
号
、「
願
書
」。
22頁
に
附
箋
（
＊
1）
15.5×
6.1
4‒①
23‒24
田
原
・
清
原
「
申
立
」
ニ
付
石
川
宛
細
川
「
上
申
」
教
育
副
長
代
理
教
育
課
五
級
出
仕
細
川
千
厳
本
所
長
権
中
教
正
石
川
舜
台
明
治
十
年
七
月
十
八
日
26.2
18.9
本
願
寺
罫
紙
「
上
申
」。
24頁
に
附
箋
（
＊
2）
18.1
×
16.2
4‒②
25‒28
琉
球
人
御
礼
上
京
可
致
云
云
等
件
四
紙
琉
球
在
留
田
原
法
水
本
願
寺
寺
務
所
教
育
課
各
位
（
明
治
)
十
年
六
月
二
八
日
26.2
20.1
竪
折
紙
琉
七
号
。
25頁
に
附
箋
（
＊
3）
12.0
×
2.6・
附
箋
（
＊
4）
2.7×
2.3、
27
頁
に
附
箋
（
＊
6）
25.7×
4.3・（
＊
7）
12.9×
4.7・（
＊
8）
13.0×
2.7、
28頁
に
附
箋
（
＊
9）
13.2×
3.0
5‒①
29‒32
該
地
人
入
社
篤
志
ノ
者
ヘ
賞
与
云
云
件
上
申
三
紙
①
琉
球
藩
在
留
田
原
法
水
・
清
原
競
秀
本
願
寺
寺
務
処
教
育
課
明
治
十
年
六
月
二
八
日
26.2
20.1
竪
折
紙
「
上
申
」。
30頁
に
附
箋
（
＊
10）
13.0×
5.5
5‒②
33‒36
該
地
人
入
社
篤
志
ノ
者
ヘ
賞
与
云
云
件
上
申
三
紙
②
琉
球
在
留
田
原
法
水
本
願
寺
寺
務
所
ニ
テ
伯
東
寺
住
職
権
大
講
義
細
川
千
厳
（
明
治
)
十
年
六
月
二
八
日
26.2
20.1
竪
折
紙
34頁
に
附
箋
（
＊
11）
12.5×
3.9
5‒③
37‒38
該
地
人
入
社
篤
志
ノ
者
ヘ
賞
与
云
云
件
上
申
三
紙
③
琉
球
在
留
田
原
法
水
・
清
原
競
秀
本
願
寺
寺
務
所
教
育
課
（
明
治
)
十
年
六
月
二
八
日
26.2
20.1
竪
折
紙
「
上
申
」。
37頁
に
附
箋（
＊
12）
15.8
×
9.7・（
＊
13）12.7×
5.5・（
＊
14）
12.8×
5.4・（
＊
15）
4.8×
2.6
6
39‒40
該
藩
抑
制
厳
重
云
云
ニ
付
上
申
在
琉
球
田
原
法
水
権
中
教
正
石
川
舜
台
（
明
治
)
十
年
八
月
二
六
日
26.2
20.1
竪
折
紙
琉
百
拾
一
号
、「
上
申
」。
39頁
に
附
箋
（
＊
16）
15.3×
20.1
琉
球
上
申
書
類
綴
込
　
史
料
一
覧
【要旨】真宗大谷派鹿児島別院蔵　明治十一年三月整頓　琉球上申書類綴込
12
7
41‒44
八
月
廿
六
日
該
藩
景
況
巨
細
具
状
書
在
琉
球
田
原
法
水
(明
治
)
十
年
八
月
二
六
日
26.2
20.1
竪
折
紙
「
具
状
一
ツ
書
」
8
45‒46
該
地
人
民
宗
教
弘
通
ノ
風
聞
ニ
付
申
合
証
文
写
隣
所
中
各
人
名
印
光
緒
三
（
明
治
十
）
年
六
月
26.2
20.1
竪
折
紙
琉
百
十
一
号
、「
証
文
写
」。
9‒①
47‒48
細
川
宛
田
原
「
具
状
」
添
書
在
琉
球
田
原
法
水
本
山
寺
務
所
教
育
課
ニ
テ
権
大
講
義
細
川
千
厳
(明
治
)
十
年
八
月
二
六
日
26.2
20.1
竪
折
紙
9‒②
49
御
消
息
金
子
等
逓
信
ニ
付
請
書
①
琉
球
在
留
清
原
競
秀
・
田
原
法
水
本
山
寺
務
所
教
育
課
(明
治
)
十
年
八
月
二
四
日
26.2
20.1
竪
折
紙
琉
第
九
号
、「
御
請
書
」。
9‒③
頁
数
無
記
御
消
息
金
子
等
逓
信
ニ
付
請
書
②
琉
球
在
留
清
原
競
秀
・
田
原
法
水
本
山
寺
務
所
教
育
課
(明
治
)
十
年
八
月
二
二
日
26.2
20.1
竪
折
紙
琉
第
十
号
、「
御
請
書
」。
10‒①
50‒51
の
間
上
京
琉
球
人
人
名
15.1
24.3
一
紙
（
青
）
綴
込
切
紙
10‒②
51‒52
琉
球
人
上
京
ニ
付
被
下
物
等
見
込
之
件
教
育
課
五
級
出
仕
細
川
千
厳
寺
務
所
長
少
教
篠
原
順
明
明
治
十
年
七
月
二
五
日
26.2
18.8
本
願
寺
罫
紙
「
上
申
」。
51頁
に
附
箋
（
＊
17）
15.5×
13.5
11
53‒56
該
地
同
行
藩
制
ヲ
恐
怖
候
云
云
ヨ
リ
件
々
具
状
琉
球
在
留
清
原
競
秀
・
田
原
法
水
本
山
寺
務
所
教
育
課
(明
治
)
十
年
九
月
三
日
27.1
20.0
竪
折
紙
琉
百
十
一
号
、「
具
状
」。
12
57‒58
九
月
三
日
該
地
同
行
上
京
ノ
節
過
分
ノ
御
取
待
被
云
云
件
琉
球
在
留
田
原
法
水
・
清
原
競
秀
本
山
寺
務
所
教
育
課
(明
治
)
十
年
九
月
三
日
27.1
20.0
竪
折
紙
琉
百
十
二
号
13
59‒62
九
月
三
日
該
地
同
行
恐
怖
云
々
ニ
付
再
応
上
申
ノ
件
琉
球
在
留
清
原
競
秀
・
田
原
法
水
本
山
寺
務
所
長
権
中
教
正
石
川
舜
台
(明
治
)
十
年
九
月
三
日
27.1
20.0
竪
折
紙
琉
百
十
三
号
、「
上
申
」。
14‒①
63‒64
武
宮
観
源
ヨ
リ
琉
球
景
況
田
原
書
面
合
セ
テ
上
申
武
宮
観
源
渥
美
少
教
正
(明
治
)
十
年
十
月
一
日
23.5
15.7
罫
紙
14‒②
65‒66
渥
美
宛
田
原
「
上
申
」
在
琉
球
田
原
法
水
本
山
寺
務
所
長
兼
九
州
寺
務
出
張
長
権
少
教
正
渥
美
契
縁
(明
治
)
十
年
八
月
二
六
日
27.0
20.0
竪
折
紙
「
上
申
」
14‒③
67‒68
証
文
写
隣
所
中
各
人
名
印
光
緒
三
（
明
治
十
）
年
六
月
27.0
20.0
竪
折
紙
「
証
文
写
」
14‒④
69‒72
渥
美
宛
清
原
・
田
原
「
上
申
」
琉
球
在
留
清
原
競
秀
・
田
原
法
水
本
山
寺
務
所
長
兼
九
州
出
張
所
長
少
教
正
渥
美
契
縁
(明
治
)
十
年
九
月
三
日
27.0
20.0
竪
折
紙
「
上
申
」
15
73‒74
該
藩
布
教
之
儀
ニ
付
内
務
省
へ
願
四
級
出
仕
小
栗
憲
一
上
局
（
石
川
舜
台
・
渥
美
・
小
早
川
・
篠
塚
）
(明
治
)
十
年
十
一
月
二
六
日
23.3
16.1
本
願
寺
罫
紙
差
出
：
大
教
正
─
、
内
務
卿
宛
文
案
16
75‒76
内
務
省
御
指
令
之
上
ハ
出
張
人
御
依
頼
状
ノ
等
件
伺
案
教
育
録
事
楠
潜
龍
・
教
育
録
事
（
細
川
・
金
浦
）
本
課
副
長
（
渥
美
）・
本
所
上
局
（
石
川
舜
台
・
篠
塚
・
蓑
輪
・
篠
原
・
小
早
川
）
明
治
十
年
十
一
月
二
二
日
23.3
16.1
本
願
寺
罫
紙
75頁
に
附
箋
（
＊
18）
15.2×
3.0
17‒①
77‒78
九
月
廿
五
日
藩
政
云
云
ニ
付
上
申
具
状
①
琉
球
在
留
清
原
競
秀
・
田
原
法
水
本
山
寺
務
所
長
権
中
教
正
石
川
舜
台
(明
治
)
十
年
九
月
二
五
日
27.1
19.7
竪
折
紙
「
上
申
」
17‒②
79‒80
九
月
廿
五
日
藩
政
云
云
ニ
付
上
申
具
状
②
田
原
法
水
27.1
19.7
竪
折
紙
「
具
状
」
13
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17‒③
81‒84
九
月
廿
五
日
藩
政
云
云
ニ
付
上
申
具
状
③
琉
球
在
留
田
原
法
水
博
多
寺
務
出
張
所
長
少
教
正
渥
美
契
縁
(明
治
)
十
年
十
一
月
十
日
27.1
19.7
竪
折
紙
「
具
状
書
」
18
85‒86
十
一
月
十
日
該
藩
同
行
拘
留
相
成
候
件
日
記
略
添
（
田
原
法
水
）
27.1
19.7
竪
折
紙
「
日
記
略
」
19
87‒88
十
一
月
十
二
日
拘
引
入
獄
日
記
ノ
次
第
云
云
ニ
付
上
申
琉
球
在
留
田
原
法
水
寺
務
所
長
兼
博
多
寺
務
出
張
処
長
少
教
正
渥
美
契
縁
(明
治
)
十
年
十
一
月
十
二
日
27.1
19.7
竪
折
紙
「
上
申
」
20‒①
88‒89
の
間
附
箋
（
＊
20）
ノ
一
名
出
張
ニ
付
達
書
教
育
副
長
渥
美
契
縁
寺
務
所
長
少
教
正
篠
原
順
明
明
治
十
年
十
二
月
二
八
日
15.7
37.0
一
紙
継
紙
綴
込
切
紙
書
状
、
附
箋
（
＊
19）
9.0
×
3.3
20‒②
89‒90
拘
引
入
獄
云
云
ニ
付
至
急
解
獄
ノ
方
法
等
伺
琉
球
藩
出
張
常
満
寺
住
職
教
導
職
試
補
田
原
法
水
本
山
寺
務
所
教
育
課
(明
治
)
十
年
十
二
月
一
日
27.2
19.5
罫
紙
「
御
伺
表
」。
89頁
に
附
箋
（
＊
20）
15.4×
8.7
21
91‒9 2
御
本
尊
諸
道
具
出
張
人
等
見
込
（
田
原
法
水
）
27.2
19.5
罫
紙
「
見
込
表
」
22
93‒98
拘
引
入
獄
件
ニ
付
彼
地
情
実
具
状
三
紙
琉
球
出
張
田
原
法
水
寺
務
所
教
育
課
(明
治
)
十
年
十
二
月
五
日
27.2
19.5
罫
紙
「
具
状
」
23
99‒100
清
原
競
秀
ヘ
下
附
ノ
金
円
云
云
ニ
付
届
琉
球
藩
出
張
常
満
寺
住
職
教
導
職
田
原
法
水
本
山
寺
務
所
教
育
課
(明
治
)
十
年
十
二
月
一
日
27.2
19.5
罫
紙
「
御
届
表
」
24
101‒
102
琉
球
回
送
物
品
目
録
27.0
19.1
東
派
寺
務
所
罫
紙
「
琉
球
回
送
品
記
」
25
103‒
104
拘
引
入
獄
云
云
ニ
付
内
務
省
ヘ
上
申
書
案
録
事
沼
僧
淳
上
局
（
篠
塚
・
石
川
舜
台
・
渥
美
）
(明
治
)
十
年
十
二
月
二
十
日
23.8
16.4
本
願
寺
罫
紙
差
出
：
管
長
、
内
務
卿
宛
文
案
26‒①
105‒
106
寺
務
所
長
篠
原
宛
渥
美
「
開
申
」
教
育
副
長
渥
美
契
縁
寺
務
所
長
少
教
正
篠
原
順
明
(明
治
)
十
年
十
二
月
十
三
日
23.8
16.4
本
願
寺
罫
紙
26‒②
107‒
108
該
地
人
民
免
獄
ノ
法
方
相
附
ケ
度
云
云
上
申
二
紙
琉
球
在
留
田
原
法
水
本
山
寺
務
所
(明
治
)
十
年
十
一
月
十
二
日
27.8
20.0
竪
折
紙
琉
八
号
、「
上
申
」。
107頁
に
附
箋
（
＊
21）
26.2×
19.3
26‒③
109‒
110
教
育
課
宛
田
原
書
簡
琉
球
在
留
田
原
法
水
本
山
寺
務
所
教
育
課
(明
治
)
十
年
十
一
月
十
二
日
27.8
20.0
竪
折
紙
27
111‒
114
社
内
人
民
寺
務
役
員
出
張
ヲ
渇
望
ス
ル
云
云
件
々
具
状
琉
球
在
留
田
原
法
水
本
山
寺
務
所
教
育
課
(明
治
)
十
年
十
一
月
十
日
27.8
20.0
竪
折
紙
「
具
状
書
」
28
115‒
120
該
地
事
情
日
記
略
三
葉
琉
球
在
留
田
原
法
水
27.8
20.0
竪
折
紙
「
該
地
事
情
日
記
略
」
29
121‒
122
該
藩
取
締
筋
契
約
定
ト
ノ
案
文
写
隣
所
中
　
五
人
組
ノ
ヿ
ナ
リ
26.2
19.3
一
紙
「
案
文
写
」
30
123‒
124
教
育
所
宛
小
川
長
秋
葉
書
小
川
長
秋
本
願
寺
教
育
所
（
明
治
十
年
）
十
二
月
十
二
日
12.5
7.8
一
葉
綴
込
葉
書
31
125‒
126
外
国
布
教
係
宛
田
原
・
自
見
法
難
一
件
報
告
書
簡
琉
球
在
勤
自
見
凌
雲
・
田
原
法
水
本
山
寺
務
所
外
国
布
教
係
(明
治
)
十
一
年
九
月
三
十
日
23.0
15.0
罫
紙
綴
込
罫
紙
【
表
の
見
方
】
史
料
番
号
：「
綴
込
」
目
次
を
主
に
参
考
と
し
、
合
わ
せ
て
各
資
料
の
内
容
を
手
が
か
り
に
分
類
し
て
並
べ
直
し
た
。
頁
数
：
整
頓
時
の
記
入
と
推
測
さ
れ
る
資
料
天
部
の
頁
数
。
史
料
名
称
：
ゴ
チ
ッ
ク
体
は
「
綴
込
」
目
次
の
内
容
を
採
用
し
た
名
称
。
明
朝
体
は
、
資
料
内
容
に
鑑
み
て
付
し
た
。
差
出
・
宛
先
：
敬
称
略
。
無
記
名
で
名
前
が
推
測
さ
れ
る
場
合
や
押
印
の
み
が
あ
る
場
合
は
（
　
）
で
記
し
た
。
年
月
日
：
内
容
か
ら
推
測
で
き
る
場
合
（
　
）
で
記
し
た
。
備
考
：
寸
法
の
単
位
は
cm
。
史
料
内
題
を
「
　
」
で
記
し
た
。

